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介護保険下の地域医療

　地域住民の身近な無床診療所で地域医療に従事して７年目
となりました。毎日午前の外来診療には、乳幼児から働き盛
り、高齢者までと様々な患者さんが来られます。その間をぬっ
て当院で管理する 80数名の在宅患者さんの家族や訪問看護
婦からの連絡に対応し、午後往診（訪問診療）へ出かける毎
日です。業務量から言えば、日常業務の 1/4 ～ 1/3 を高齢
者の在宅医療が占めています。
　2000年 4月からスタートする介護保険制度。私共のよう
な第一線の高齢者在宅医療に携わる医療現場は大きな転換を
迫られると考えられます。診療所が行っている訪問看護、デ
イ・ケア、入浴サービス、併設している訪問看護ステーション、
これらの事業は全て介護保険からの給付となります。訪問診
療は現在のところ、医療保険とされていますが、将来はわか
りません。一人の高齢者に対してこれまで医療保険で行って
きたサービスが、医療保険制度と介護保険制度の二つに分け
られる訳です。介護保険下の在宅サービスには、利用料 1割
負担が高齢者にかかるので、現在の負担額の 3～ 5倍にな
ると予想されます。経済的理由から医療介護サービスを受け
られない高齢者が増えるのではと懸念されます。
　これまでの高齢者の在宅医療のマネージメントは主治医で
ある医師の裁量権が大きく、訪問看護の回数やデイ・ケア、
ショートステイなどの利用は医師の指示のもとに奨めてきま
したが、介護保険下においては大きく状況が変わります。介
護支援専門員（ケアマネジャー）という新たな資格者が誕生
し、要介護認定をクリアした要介護者に対して要介護度（1
～ 5）に応じた支給限度額内のサービスを組み立てる（ケア
プラン）のが、介護支援専門員の仕事となります。医療機関
は居宅介護サービス事業者として、ケアプランに従って在宅
医療を提供する一事業者となる訳です。
　介護保険下の高齢者在宅医療が本当に国民の立場に立った
ものとなるかどうかは、介護支援専門員の姿勢によって大き
く左右されると考えられます。98年秋、全国で行われた初

めての試験では、全国で 9万人、滋賀県で 840名を超す介護
支援専門員が誕生しました。私自身も合格し、実務研修も終了
しました。以下、この間の所感を列記してみます。
　1.　介護保険の現場で根幹となる介護支援専門員なのにその  
　　　養成のシステムや指導者の量と質に大きな問題があるの
　　　では。介護支援専門員は仕事の重要性に比し、権限や介
　　　護報酬上の地位が低すぎるのでは。
　2.　介護保険下の “ 診断 ” にあたる要介護認定、要介護度判
　　　定は、介護支援専門員等が 85項目をチェックし、コン
　　　ピューターで一次判定をするシステムですが、判定ソフ
　　　トがブラックボックス。これでは国民的合意が得られな
　　　い。
　3.　介護保険開始の前提となる新ゴールドプランは達成され
　　　たと国は発表していますが、滋賀県の発表では在宅介護
　　　支援センターや老人保健施設など約 80％の達成率。十
　　　分な基盤整備のないまま、介護保険に突入すると要介護
　　　者に必要なケアプランと実際に提供できるサービス量の
　　　間に大きな開きができます。結局、自治体によっては「始
　　　めにサービスありき」のケアプラン作成とならざるを得
　　　ないのでは。これでは介護支援専門員のやりがいがない。
　4.　介護支援専門員が課題分析をしたあと、サービス提供者
　　　会議の上、ケアプランを作成することと法律上明記され
　　　ていますが、多忙化する医療・介護・福祉の現場で一人
　　　一人の要介護者のためにサービス提供者が一同に会すこ
　　　とは現実には非常に困難。会議の調整だけに追われるこ
　　　とになるのでは。

　その他様々な解決すべき課題を感じつつ、介護保険下におけ
る地域医療を実践してゆくためには、今後医師である介護支援
専門員の果たすべき役割が何かあるはずと考えている今日この
頃です。　

膳所診療所 東　昌子 （７期生）

地域医療
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　湖医会の会員数も 2000 名近くになりました。最近では住
所変更等の連絡をくださる方も増え、事務局員一同大変喜ん
でいる次第です。
　しかしながら事務局には相変わらずニセ会員が名簿を手に
入れようと電話をかけてきています。また先生方に事務局を
名乗って女性の声でかけていることもあるようです。
　このような状況の中で、以前にも掲載したように、たとえ
本当の会員の方からの問い合わせであっても、ご本人かどう
か確認の方法がない事務局では『学年幹事の先生を通してお
問い合わせ下さい』とお返事するしかありません。
　会員の皆様にはご不満が残るかもしれませんが、このシス
テムにより個人情報がしっかりガードされている由ご理解い
ただきご了承ください。
　尚、先生方への直接のお電話を不審に思われた場合には、
事務局へご一報ください。
　今後とも、会員の皆様のご協力をお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　
１. 主な事業計画について話し合われた　 
　（1）名簿発行 
　（2）公開講座　　　 
　（3）学生とのトーキング
　（4）ホームページ開設 
２. 臨床実習新カリキュラムについて

  状現し頼依を筆執に授教田野で号92第信通都湖・ 　
      報告を掲載し、会長からも紙面で卒業生に協力を
　　 呼びかける
　 ・臨床実習後、各病院や学生に、ヒアリングし　
　　 フィードバックしてはどうか
　 ・引き続き卒業生に協力を依頼する
３. 同窓会創立 20年（2000年）について
４. その他 
      湖都通信を事務局で編集することによりコストダ 
      ウンが図れた。

         第 27 回幹事会　兼
　　　1998年度第 1回常任幹事会議事録 

（1999.1. 25）

　今秋発行予定の会員名簿の資料用はがきを同封しています。
　今回のはがきには自宅住所・勤務先等が記入してありますので、変
更の有無を確認の上、7月末日までにご返送ください。
　尚、返送なき場合ははがきの記入内容がそのまま名簿に記載される
ことになりますのでご了承ください。

　TEL 077-548-2074 / FAX 077-548-2094 / E- メール  koikai@mx.biwa.ne.jp 

個人情報のブロック！

名簿資料はがき提出のお願い
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前回の特集記事「フォーラムの評価」の中島滋美氏の E- メールアドレスが間違っておりました。
お詫びして右記に訂正いたします。
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26
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っ部療診合総「、かと」？かすでんなてっ retneC noitanidroC lacideM「　
て何をする所なんですか？」といった質問を学生さんはもとより、大学病
院の医師や職員からもしばしばされます。それはそうでしょう、今回、総
合診療部の一員となった私でさえ、半年前には総合診療部がどんなものか
知らなかったのですから。総合診療部とは、「何をしているか一言でいえ
ないのが悲しい。でも、患者さんのためになることをいろいろやるところ
です。」とでも言っておきましょう。そして、私は大学病院や地域のみな
さんに「総合診療部とはなんぞや？」ということをわかってもらうために
スタッフになったわけです。よろしく、お願いします。

 　略歴をみていただくとボヘミアンのように思われるかもしれませんが、その
時その時は真剣にやってきたつもりです。特に、高校時代のアメリカンフット
ボールと整形外科入局後の仕事に最も熱中しました。アメラグをしていた時は、
いつも試合に勝つことを考えていて、試合が近付く度に興奮して眠れませんでし
た。アメラグでは人目を引くポジションと地味なポジションがありますが、私は
後者に徹しました。全力で相手にぶつかって後のボールキャリアのための風穴を
聞ける、それが私の役柄でした。滋賀医大の卒業生の方々も、各分野で後進のた
めの風穴を開けておられます。だから、一人でも多くの後輩が母校に残っていた
だくことを念願します。

昭和 57年３月　滋賀医大卒業
昭和 58年４月　滋賀医大附属病院研修医
昭和 59年４月　滋賀医大大学院入学
昭和 63年３月　滋賀医大大学院修了医学博士
昭和 63年４月   第２岡本総合病院神経内科勤務　
平成  ２年４月　滋賀医大第３内科医員
平成  ２年６月　滋賀医大第３内科助手
平成 11年１月　滋賀医大附属病院総合診療部助教授

寺田雅彦　（３期生）　      滋賀医大附属病院　総合診療部　助教授

助教授紹介

shigeminakajima@msn.com

　病理学第２講座に在籍致しました間、多くの同窓生の皆様と研究活動をとも
にでき、また、臨床の先生方からは、病理検体を送っていただいて色々と教え
ていただきました。この場をお借りして御礼申し上げます。挾間先生、天野先
生の御指導のもと学んで参りました。この度、あらたに岡部先生の御指導を仰
ぐ機会を与えていただきました。これまで不十分であったことを補い勉強させ
ていただきたいと考えております。
　同窓会の皆様にも診断学や研究をとおして今後とも多々お世話になることと
存じます。どうぞよろしく御指導ください。

昭和 56年３月    滋賀医大医学部卒業
昭和 57年１月    滋賀医大病理学第２講座助手
平成  元年７月    米国ワシントン州立大学病理学教室

学留に）授教 ssoR llessuR（   　　　　　　　
平成  ７年２月     滋賀医大病理学第２講座学内講師
平成 11年５月    滋賀医大臨床検査医学講座助教授
        　　　　　　（滋賀医大附属病院検査部副部長）
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昭和 23年 11月 19日生
昭和 42年３月　大阪府立豊中高校卒業
昭和 48年３月　京都大学大学院工学研究科修士課程修了
昭和 48年４月～昭和 59年 3月　日立造船KK勤務、自営業
昭和 59年３月　滋賀医大卒業
平成  元年３月　滋賀医大大学院修了
平成  元年７月　滋賀医大整形外科学講座助手
平成  ５年４月　滋賀医大整形外科学講座講師
平成 10年４月　滋賀医大整形外科学講座助教授
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井上康二　（４期生）　      滋賀医大整形外科学講座　助教授

笹原正清　（１期生）　      滋賀医大臨床検査医学講座　助教授
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